
第１回岩手県史の在り方検討懇話会(5/26開催)

時に出された主な御意見に対する

「他県等における対応状況」及び

「岩手県で想定される対応案」

資料２
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第１回岩手県史の在り方検討懇話会（5/26開催）時に出された
主な御意見（区分整理）

⑴ 資料編がない

⑵ 考古学史料データが不足

⑶ 民俗分野における記述に偏りがある

１ 現行県史の課題

２

３ 今後の県史に求められる役割

⑴ 地域定着につながるきっかけ

⑵ 県民全体での作り上げ

⑶ 教育現場等での活用

次ページ以降で、項目
ごとに、

ア 構成員からの御意見

イ 他県等における対応
状況(内容や考え方)

ウ 岩手県で想定される
  対応案

等を整理

２ 今後の県史に求められる視点

⑴ 東日本大震災津波の教訓の記述

⑵ 市町村史等における成果の反映

 ⑶ 広い時間軸と地域的視野

⑷ 自然史・環境史の視点



１ 現行県史の課題

３



⑴ 資料編がない

ア 構成員からの御意見

４

誉田 構成員
（県立大学盛岡短期大学部
名誉教授）

・現行県史は良く出来たものであるが、他県のような資料編がなく、何を根
拠に記述しているのかが不明確な箇所があり、史料の保存状況や現状把握も
十分でないため、まず史料を集め、整理する作業が重要である。

兼平 構成員
（東北学院大学教授）

・資料編を整備した上で通史編に進むことが望ましく、史料の所在や保存状
況の確認も大きな課題であり、近現代史では、公文書をどう扱うかも重要で
ある。

今野 構成員
（岩手大学名誉教授）

・現行県史には資料編がなく、記述内容を検証できず、反証可能性がないこ
とが問題であるため、後に検証可能な形で史料や根拠を掲示する必要がある。

佐藤 構成員
（盛岡大学教授）

・現行県史はどの史料を用いて記述しているのかの裏付けがなく、どこに史
料があるかも分からないことが大きな課題である。

中村 構成員
（岩手史学会会長）

・現行県史は良く出来ているが、専門家向けの論文調で、文章の中に史料も
混在していることから、一般の方も使えるよう、通史編と資料編に分ける必
要があるほか、現行県史に記載されている史料の保存状況の確認も課題であ
る。

◇編さんに使用した古文書等をまとめた資料編がなく、記述根拠に不明確な箇
所があるほか、記述史料の現状把握も不十分

◇専門家向けの論文調の記述で、文章の中に史料情報も混在しているため、通
史編と資料編に分け、分かりやすくする必要



【参考】自治体史における「資料編」の例

５

≪盛岡市史「現代」資料編上巻（抜粋：一部加工）≫

資料編中の解説

史料



６

≪盛岡市史「現代」資料編上巻（抜粋：一部加工）≫

資料編中の解説 史料



【学術上の意義】

・ 研究の主張を支える史料・データ・引用元を提示し、出典確認や再検証を可能にする

・ 史料翻刻・写真・図版・統計の公開により、後続研究が共通に使える基盤を構築する

・ 通史編が解釈、資料編が根拠の役割分担により、学術的な信頼性を高める

【保存・活用上の意義】

・ 県内外の古文書・行政文書・写真・聞き取り内容等を、散逸前に収集・保存・公開

（デジタル化含む）できる

・ 史料の現物の保存状況の把握がしやすくなる

・ 県民共有の財産として、教育、地域学習、文化振興、将来の再編さんに資する

７

【参考】考えられる資料編作成の意義



イ 他県等における対応状況

都道府県 既刊数

北海道（編さん中） ３巻

青森県 ２５巻

岩手県 （なし）

宮城県 １１巻

秋田県 ６巻

山形県 ２４巻

福島県 ９巻

関東
都道府県 既刊数

茨城県 ３７巻

栃木県 ２５巻

群馬県 ２７巻

埼玉県（刊行中） ２６巻

千葉県 ２５巻

東京都（刊行中） ２７４巻

神奈川県 ２１巻

北陸・中部
都道府県 既刊数

新潟県 ２４巻

富山県 １２巻

石川県 ４６巻

福井県 １７巻

山梨県 ６巻

長野県（編さん中） ２８巻

岐阜県 ２３巻

静岡県（編さん中） ２５巻

愛知県 ３６巻

近畿
都道府県 既刊数

三重県 １９巻

滋賀県（編さん中） （計画値）２巻

京都府 ９巻

大阪府 （なし）

兵庫県 １９巻

奈良県 （県史自体なし）

和歌山県 １８巻

北海道・東北

中国・四国
都道府県 既刊数

鳥取県（編さん中） ２０巻

島根県 ６巻

岡山県 １３巻

広島県 ７巻

山口県 ３３巻

徳島県 ２巻

香川県 ７巻

愛媛県 １４巻

高知県（編さん中） （計画値）２２巻

九州・沖縄
都道府県 既刊

福岡県 ５１巻

佐賀県 （なし）

長崎県 ４巻

熊本県 ２巻

大分県 （なし）

宮崎県 ４巻

鹿児島県 （なし）

沖縄県（刊行中） ２６巻

・ 41都道府県で「資料編」を作成済み（計画値含む）

・ 県史自体を未作成の奈良県を除き、「資料編」を未作成の都道府県は岩手県（S40完了）、

大阪府（H2完了）、佐賀県（S43完了）、大分県（H2完了）、鹿児島県（H17完了）の

５府県のみ（現在、編さん・刊行中の都道府県は全て作成）

・ 「資料編」の刊行数（巻数）は、都道府県によって大きく異なる
８

（ア）各都道府県史における「資料編」の整備状況



（イ）現在編さん中及び近年編さんが終了した主な道県における資料編の内容と考え方

９

【資料編の内容：全３巻（刊行済み）】

○資料編１：政治・行政 ○資料編２：産業・経済 ○資料編３：社会・文化・教育

【資料編作成に対する考え方】

≪道史編さん大綱「第３ 編さんの方針」：抜粋≫

⑷ 道内外の広範囲にわたり、資料の調査及び収集を行うほか、収集した資料の保存及び活用を図るとと

もに、資料の掲示に重点を置いた内容とすること。

≪資料編冒頭の「発刊に当たって」（北海道史編さん委員会 桑原真人編集長著）：抜粋≫

「北海道現代史」では、前述の⑷にあるように、「資料の掲示」に重点を置くことを大きな柱としていま

す。

かつては、市町村史における資料編や資料は、通史の「添え物」的に見られがちでした。この点は、これ

までの道史編さんにもある程度あてはまる傾向といえます。

歴史学の神髄は、様々な史料を利用して新たな歴史像を再構成することなどと言われたりもしますが、一

方、「史料をして語らしめる」という言葉があるように、その時々の解釈に左右されない歴史資料そのもの

を掲示する「資料編」を重視する傾向が、近年の自治体史編さんにおいて多く見られるようになっています。

「北海道現代史」の編さんに当たっても、第二次世界大戦後の激動の時代の中で、道内各地で生起した様々

な事象を記録した資料を収録することにより、戦後北海道の多様な歴史に光を当てることに努めています。

このため、本書の編さんにおいては、公立図書館等で所蔵されている公文書や新聞、団体誌等だけではな

く、多くの企業や団体等にもご協力をいただき、一般には公開されることの少ない内部文書を始めとする貴

重な資料を収録することができました。収録に当たり、多くの事例を紹介する必要から、資料は一部を抜粋

して掲載せざるを得ないこと、また、取り上げた事象の総体を資料のみで把握することは難しいと考えられ

ることから、その資料の意義や背景などが理解できるよう、各章の冒頭に簡潔な解説を付しました。

北海道
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【参考】北海道現代史 資料編２（産業・経済）（抜粋）

※デジタル版：下記HP上で、見やすく、公開されているもの

https://www3.library.pref.hokkaido.jp/storage/content/52352/book/index.html#page=1

資料編中
の解説

史料



【資料編の内容：全２巻（計画巻数）】

○資料編１：戦前（1868年～1945年）※令和８年度刊行予定

○資料編２：戦後（1945年～2022年）※令和10年度刊行予定

【資料編作成に対する考え方】

≪滋賀県史編さん大綱「第３ 方針」：抜粋≫

４ 県内外に所在する資料を丹念に調査し、撮影した写真など資料データの収集と保存に努める。

その際、積極的に情報提供を呼びかけるとともに、資料所有者の理解と協力を得ながら、幅広い利活

用が可能となるような条件を整える。

また、調査等を通じて散逸の可能性が高いと認識した資料については、関係諸機関の協力を得ながら

その保全を図る。

≪『滋賀県史 資料編』執筆要領：抜粋≫

【原稿について】
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滋賀県

一、本書の理解に役立つように、分野ごとに「解説」を設けること

一、各資料は綱文（事件等の概要を表す文章）をたてて掲出し、必要に応じて末尾に注を付すこと。

一、各資料の採用にあたっては、可能な限り一次資料を採用し、資料本文の前に資料（簿冊）名、資料

群名、資料番号等を表記すること。

一、出典の下には資料の内容をあらわす日付を表示し、推測による場合には（ ）を付すこと。



【参考】 『滋賀県史 資料編』執筆要領抜粋（抜粋）
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高知県

【資料編の内容：全22巻（計画巻数）】

○考古：全３巻 ○古代中世：全３巻 ○近世：全４巻 ○近代：全３巻 ○現代：全３巻

○民俗：全３巻 ○文化財：全３巻

【資料編作成に対する考え方】

≪高知県史編さん基本方針「第３ 方針」：抜粋≫

４ 資料編については、本県の特徴的な資料を重点的に収録するとともに、できるだけ地域に偏らない資

料の収録を心がける。

５ 県民の幅広い協力のもと、県内外に所在する資料を丹念に調査し、撮影した写真など資料データの収

集と保存に努める。

その際、資料所有者の理解と協力を得ながら、幅広い利活用が可能になるような条件を整える。

また、調査等を通じて散逸の可能性が高いと認識した資料については、関係諸機関の協力のもと保存

に向けた働きかけを推進し、県民共有の文化資産の保全に努める。
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≪高知県史編さん近代部会「新たな高知県史【近代編】の編集について」：抜粋≫

【第２編集の基本的な方針】

⑵ 丹念な調査を心掛け、政治、経済、社会、文化の各分野から幅広く資料を 収集し、掲載項目のバラン

スにも配慮して、高知県の近代社会の推移が県民によりよく理解されるような編集を目指す。

⑶ 注目の集まる土佐の自由民権運動については、反民権派の活動にも配慮するとともに、幕末維新期か

らの流れや後世への影響にも注目し、一定の紙面を割いてその特色が十分理解される内容を目指す。

⑸ 悉皆的な調査により、新たな歴史資料の発掘に努める。また高知県の歴史に関する最新の研究成果を

反映させ、これからの研究者や、高知県の近代史に関心を持つ人々に研究材料を提供できる近代資料編

及び本編を目指す。



【参考】第12回高知県史編さん編集委員会（R7.7.1）における「近代部会」活動報告資料（抜粋）

14

（近代の「資料編２」に係る構成案：抜粋)

掲載項目のバランスに配慮しながら、関心の高い事項については、一定の紙面を確保
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【資料編の内容：全25巻（刊行済）】

○考古：全４巻 ○古代：全２巻 ○中世：全４巻 ○近世：全７巻 ○近現代：全８巻

【県史編さんの目的】

青森県の歴史的発展過程を明らかにし、郷土に対する県民の理解と愛着を深めるとともに、貴重な歴史

的資料を県民共有の財産として永く後世に伝え、あわせて進むべき本県の将来を展望し、さらには、２１

世紀を担う人材の育成を図ること。

【県史編さんの方針：抜粋】

○できるだけ平易な文章で記述するとともに、写真・図版・統計資料なども多く収録して県民に親しま

れるものとすること

○普及のためにマルチメディアを積極的に活用すること

○本県の歴史を正確に記録・記述するために、県内外にわたって広範囲に資料調査を行うこと

○資料の収集・整理は、編さん終了後の保存・活用を念頭に入れて行うこと

【資料について】

編さん過程における資料調査では、およそ72,000点に及ぶ膨大な資料を収集しており、これらは本県の

歴史を調べ、考え、知る上で貴重な資料群となっています。

県史編さんが始まった当時は「マルチメディアの活用」としていましたが、20年あまりを経て、資料の

デジタル化をはじめＩＴ技術の進歩には著しいものがあります。

そこで、本県では「青森県史デジタルアーカイブス」を構築し、県民をはじめ皆様が気軽に県史の文章

や資料の検索、資料画像の閲覧ができるように取り組むこととしました。青森県全域の歴史、民俗、文化

財、自然に関することを網羅する本アーカイブスを通じて、県史編さんの成果がさまざまな方面で活用さ

れることを願っています。

【資料編作成に対する考え方】

≪青森県史デジタルアーカイブシステム掲載「青森県史の概要」：抜粋≫

青森県



【参考】青森県史デジタルアーカイブシステム https://www2.i-repository.net/contents/kenshi-front/

16
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・ 史料の所在・状況把握、散逸防止

・ 道県民共有の財産として後世に継承

・ 道県民の理解促進と利活用の向上

のために、

「資料編」（デジタル版含む）を作成する

各道県に共通する基本的考え方



上古編・上代編

第７章 平泉文化

第三節 関山中尊寺

三 落慶の盛儀と供養願文

中尊寺造営は藤原清衡の悲願であり、落慶供養の晴れの盛儀にささげた供養願文に清衡の悲

願が込められている（史料１）

ウ 岩手県で想定される対応案（岩手県史において「資料編」を作成した場合のイメージ）

・ 記述の根拠が明確になり、後から検証可能となる

・ 史料の所在・保存状況を把握でき、散逸防止につながる

・ 通史編を分かりやすくし、県民・教育現場で活用しやすくなる

≪史料１：中尊寺建立供養願文≫

○ 所有者：大長寿院

○ 管理団体・管理責任者：宗教法人中尊寺

○ 国宝・重文区分：重要文化財

○ 重文指定年月日：1915年3月26日

18

○ 概要

・ 南北朝時代、南朝方の鎮守府将軍北畠顕家が、藤原清衡の中尊寺建立に対する願意などを後世に

伝えるべく、清衡が書いた「中尊寺建立供養願文」を書写したもの。

・ 清衡は、願文において、争いのない平和な国にすることを誓っており、平和な世の中を目指して

国造りをはじめた例は、世界の歴史の中でも極めて珍しく、清衡の平和国家建設にかける強い思い

を示している。



ア 構成員からの御意見
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◇考古学分野は、1970年代以降の大規模発掘調査で発展しているため、研究成
果が反映されておらず、史料データが大きく不足

◇後発の発掘調査により、個々の文化財の位置付けが大きく更新

⑵ 考古学史料データが不足

熊谷 会長
（盛岡大学名誉教授）

・考古学では、発掘調査によって史料が増え、それによって歴史の見方も変わって
いくが、現行県史は、高速道路や新幹線の建設に伴う1970年代以降の大規模な発
掘調査が本格化する前に作られたものであるため、現在から見ると、考古史料の
データが圧倒的に不足している。

・例えば、現行県史では、縄文時代中期の竪穴住居は10棟ほどしか扱われていな
いが、現在、御所野遺跡のように、１つの遺跡だけで100棟以上もの住居跡が確認
されている例があり、この差を見ても、現行県史の時代と現在とでは、史料の量が
全く違うことが分かる。

・現在の考古史料の情報量は、現行県史の時代に比べて、何十倍どころか、千倍以
上に増えているので、今、改めて県史を作るのであれば、全く新しい、より豊かな
岩手県の歴史を描くことができるはずである。



【参考】考古学分野における後発の発掘調査・研究成果の例（第１回懇話会資料：抜粋）

1989（平成元）年～
2012（平成24）年

・長期の発掘調査で、東西約50ｍ、南北約120ｍの細長い台地のほぼ全面に集落の跡
が広がっていること、遺跡の中央に配石遺構を伴う墓域と祭祀場である盛土遺構が形
成され、その周囲に竪穴建物跡が配置されている集落構造であること、中型竪穴住居
や大型竪穴住居に土屋根があったことなどを明確に確認

1993（平成５）年 ・国指定史跡指定（追加指定：2006(平成18)年、2014(平成26)年）

2015（平成27）年

・「一戸町教育委員会2015『一戸町文化財調査報告書70：御所野遺跡』」において、
東北地方北部から北海道南部にかけて広がる円筒土器文化圏内で成立し、東北地方南
部の大木式土器文化圏の影響を受けながら、縄文時代中期中葉から末葉まで存続した
こと、石器製作の石材に珪化木が多用され、定型剝片石器の約９割を石鏃が占めるこ
と、秋田県男鹿半島を原産とする石材の利用やアスファルト塊の出土から、遠隔地と
の物流が行われていたこと等が明確化

2021（令和３）年 ・世界遺産登録

20

【御所野遺跡（一戸町）】

胆沢城
跡 2019（令和元）年

・「奥州市教育委員会 2019 『岩手県奥州市埋蔵文化財調査報告書36：胆沢
城跡ー平成26・27年度第103～105次発掘調査概報ー』において、創建期の
みと想定されていた外郭南門の掘立柱の門が２時期あると確認、通常五間門
には存在しない内部構造に関わる柱穴２期を新たに検出

志波城
跡

1976（昭和51）年～
1977（昭和52）年

・東北縦貫自動車道の建設工事に先立った盛岡市南西部の太田方八丁遺跡の
発掘調査において、築地塀跡や大溝跡、多くの竪穴住居跡や平安時代初頭の
土器を発見、志波城跡として注目

1984（昭和59）年 ・国指定史跡指定

徳丹城
跡

1969（昭和44）年 ・国指定史跡指定（追加指定：2007(平成19)年）

2005（平成17）年～
2010（平成22）年

・第４次５ヵ年計画に基づく発掘調査において、周溝で囲まれた２つの工房
施設とそれに付属する複数の建物群からなる工房施設群の存在が明確化、２
つの工房施設群に挟まれた空間で井戸跡を発見、黒漆が塗布された木製冑が
出土

【胆沢城（奥州市）、志波城（盛岡市）、徳丹城（矢巾町）】



高知県

【考古編の内容（計画）】

○資料編：全３巻（令和11、14、17年に刊行予定）

○本編（通史編）：全１巻（令和21年に刊行予定）

【考古編に対する考え方】

≪高知県史編さん基本方針「第３ 方針」：抜粋≫

６ 学術的な調査・研究の成果を広く取り入れ、高い水準をもつ県史を編さんし、本県の文化と教育
の発展に積極的に活用する。

21

≪高知県史編さん古代部会「新たな高知県史【考古編】の編集について」：抜粋≫

【第２編集の基本方針と目標】

⑴「考古編」の発刊

現行県史の刊行から60年近くが経過した現在、高速道路の延伸や高知空港滑走路の延長などの大規

模公共事業に先立つ記録保存調査と、市町村が実施してきた記録保存調査で得られた知見は、豊富な

ものとなっている。そして、考古学とそれに関連する分野の研究も蓄積されてきた。

それらの情報量は膨大ではあるが、可能な限り調査に取り組んで記録を作成し、次の世代に引き継

いでいく必要がある。

そこで、高知県の考古資料と、これまで蓄積されてきた考古資料の調査そして研究の成果を総括し、

確実に次世代に引き継いでいくため、新たに「考古編」（資料編３巻、本編１巻）を発刊する。

イ 他県等における対応状況
（考古分野を編さん対象とし、現在編さん中及び近年編さんが終了した主な県における内容
と考え方）



（考古分野の調査進捗管理表：抜粋) （考古分野の調査結果取りまとめ：抜粋)

後発の発掘調査結果や文献の記載を踏まえ、
調査内容を計画・実施

【参考】第14回高知県史編さん編集委員会（R8.3.5）における「考古部会」活動報告資料（抜粋）
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青森県

【考古編の内容（刊行済み）】

○資料編：全４巻

○通史編：「通史編１」として「原始・古代・中世」

【考古編に対する考え方】

23

【県史編さんの方針：抜粋】

○学術的に高度な水準を保つとともに、学際的な研究成果も十分取り入れること

≪青森県史デジタルアーカイブシステム掲載「青森県史の概要」：抜粋 ≫

発掘調査の実施状況を踏まえ、考えられる
可能性等を記載



ウ 岩手県で想定される対応案
（後発の発掘調査結果を踏まえた考古学史料データを反映した岩手県史のイメージ）

（志波城に関する記載イメージ）

1970年代以降の大規模発掘調査等を踏まえた研究成果を取り入れることにより、

学術水準の高い県史とすることが可能となる

24

・ 現行県史では、疑定地６説を紹介

・ 1976年から1977年、当時「太田方八丁遺跡」

と呼ばれていた志波城跡について、東北縦貫自

動車道の建設工事に先立ち、岩手県教育委員会

が発掘調査を実施

・ 当該調査において、築地塀跡や大溝跡、多く

の竪穴住居跡、平安時代初頭の土器などが発見

され、「太田方八丁遺跡」が志波城跡ではない

かと注目

・ その後の盛岡市教育委員会による発掘調査に

よる成果を踏まえ、1984年に「志波城跡」とし

て国史跡に指定
志波城跡全体図

（太田方八丁遺跡範囲確認調査報告（盛岡市教育委員会））



ア 構成員からの御意見

◇民俗編の記述内容のバランスに偏りがあり、全体的な視点で、民俗の歴史性
や地域の特色を理解するには不十分

⑶ 民俗分野における記述に偏りがある

佐藤 構成員
（盛岡大学教授）

・現行県史の民俗編は、農業・稲作を中心とした衣食住に、舞踊や民謡などを加え

た構成になっている。昭和40年代の編さん当時の感覚では、岩手県は稲作が主要

であったと理解できるが、沿岸部には漁業を中心とした地域があり、山村であれば

林業もあり、都市部には商業、工業、鍛冶、工芸などもあることを考えれば、現行

の民俗編の内容は、農業以外の記載がかなり薄く、偏った構成となっている。
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【参考】現行県史における民俗編の内容
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≪現行県史 第11巻「民俗編（衣・食・住・舞踊その他）」目次（第１回懇話会資料：抜粋）≫

・ 全三節で構成される内容のうち、第一節及び第三節が「農業」に関する内容で、併せ

て120ページに渡って記述

・ 第二節「その他民俗」は、「一 山村民俗」及び「二 海辺の民俗」の２項目の内容につ

いて、併せて４ページで記述（一部抜粋した内容は次ページ）

（第四章「諸業民俗」の内容）
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≪現行県史 第11巻「民俗編」 第四章「諸業民俗」 第二節「その他民俗」（一部抜粋）≫

（「山村民俗」の内容は１ページ程度）（「海辺の民俗」の内容は３ページ程度）

（
続
き
あ
り
）



高知県

【民俗編の内容（計画）】

○資料編：民俗１「ことばと伝承」（令和９年に刊行予定）、民俗２「民具」（令和12年刊行予定）、

民俗３「民俗の歴史」（令和22年刊行予定）

○本編（通史編）：民俗１（令和16年刊行予定）、民俗２（令和20年刊行予定）

【民俗編作成に対する考え方】

≪高知県史編さん民俗部会「新たな高知県史【民俗編】の編集について」：抜粋≫

【第１課題と目指す方向性（編集の前提）】

２ 新たな県史で目指す方向性

⑴ 高知県の風土から民俗を捉える構成

高知県の民俗の特色をより深く捉えるために、本編は県内の海岸部、平野部、山間部などと

いった地理的特性ごとの文化、言い換えれば「風土」に着目した構成とする。

⑵ 実地調査に基づく記述

上記の構成に従い、県内で設定した調査値にて実地調査を行う。聞き書き調査や資料調査にて

収集した最新の資料を用いて、現代の高知県の民俗を記述することを目指す。

【第２編集の基本的な方針】

⑴ 基本的な民俗分類を網羅的に扱うことを目指すとともに、そこにとどまらず、県内の地域的な

民俗の特色を理解してもらえるような構成を目指す。

⑵ 民俗編では新たな調査から資料を収集するのみでなく、高知県の民俗についてのこれまでの先

行研究を整理し、それを適切に引き継いで編集を行う。

⑶ 民俗資料調査や編集の過程では、できるだけ多くの県民や団体に参画してもらい、今後の本県

の歴史調査・研究を担える人材の育成を重視した編さんを行う。

イ 他県等における対応状況
（民俗分野を編さん対象とし、現在編さん中及び近年編さんが終了した主な県における内容
と考え方

28



【参考】第４回高知県史編さん委員会（R4.10.8）における「民俗部会」編さん計画報告資料(抜粋)

・ 地理的特性ごとの文化、風土を網羅的に記述できるよう、対象とする分野に関する

県内各地の資料調査を計画的に実施

・ 県内の民俗に関する先行研究を適切に引き継げるよう、文献調査を計画的に実施

29



青森県

【民俗編（別編）の内容】

○民俗編（別編）：「資料南部」「資料下北」「資料津軽」

○本編（通史編）：「第３巻 近現代・民俗」

【民俗編（別編）作成に対する考え方】

【本書の概要】

青森県南部地方（八戸市・十和田市・三沢市・三戸郡・上北郡）の民俗文化を実地調査の成果

をもとに、既存の調査記録もできるだけ取り入れて記述しました。当地方での広域を俯瞰した民

俗誌としては、はじめてのこころみです。

さらに菅江真澄遊覧記に見られる記録など、当地方の民俗を考えるうえで、知っておくべき歴

史資料なども掲載しています。

三部構成として、第１部は実地調査を主とした民俗誌、第２部には当地方の民俗研究のあゆみ

を概観できる資料をまとめ、第３部には民俗に関連する歴史資料を抄録しました。また、写真資

料をできるだけ掲載し、より具体的に南部地方の民俗を知ってもらえるよう配慮しています。

当地方の民俗の歴史性や地域の特色を全体的に理解でき、また民俗研究のうえで利用しやすい

必携の資料集です。

≪青森県史 民俗編（別編）「資料 南部」：抜粋≫
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【参考】青森県史デジタルアーカイブシステム掲載の「民俗編資料」

・ 地域別（南部・下北・津軽）に分けることにより、

地域間における記述の偏りを防止

・ 民俗芸能や信仰のほか、社会構成、生業、衣食住、

人生儀礼、年中行事、口承文芸、声と音などを項目

立て

・ 既存の調査記録や民俗研究史も取り込み

31



第二節 山村民俗

一 浄法寺漆の漆掻き

二 ・・・

三 ・・・

ウ 岩手県で想定される対応案（岩手県史「民俗編」において農業分野以外の記述を農業分野
と同等にした場合のイメージ）

・ 民俗の歴史性や地域の特色を全体的に理解することが可能となる

・ 学術的にも高水準な記述となり、民俗研究等への利活用が促進される

一 浄法寺漆の漆掻き

・ 二戸市浄法寺町は日本で一番うるし掻き職人が

多い場所であり、昔から漆の産業が盛んで、地名

にも漆沢、漆畑、漆原などが残る

・ 平成19年、文化庁が資材の供給林及び技能者

の研修林として、二戸市が所有する明神沢地区う

るしの森を「ふるさと文化財の森」第一号に認定

・ 明治期以降、福井県今立地方の「越前衆」と呼

ばれる漆掻き職人が二戸地域に技術を伝え、その

採取方法・道具・職人の感覚まで現代に継承

・ 平成８年、日本うるし搔き技術保存会設立、令

和２年、「漆掻き技術」がユネスコ無形文化遺産

「伝統建築工匠の技木造建造物を受け継ぐため

の伝統技術」として登録、世界が認める技術へ

民俗編

第４章 諸業民俗

第一節 農業民俗

一 田植えまでの作業習俗

二 畑作慣習の二三

三 秋仕舞・その他

第三節 海辺の民俗

一 ・・・

二 久慈・小袖の北限の海女

三 ・・・

二 久慈・小袖の北限の海女

・ 「北限の海女」は、久慈市の小袖海岸で活躍

する海女たちの総称

・ 沖合は世界三大漁場の一つに数えられる漁場

であり、良質な海藻が育つ磯は、ウニ、アワビ

など高級食材の宝庫であり、海女たちの格好の

漁場

・ 伝統の漁法を今に伝える「北限の海女」は、

NHK連続テレビ小説『あまちゃん』をきっかけ

に全国から注目を集めており、7～9月に行われ

ている「海女の素潜り実演」を見学するため多

くの観光客が来訪

・ 平成30年度には「久慈の海女漁の技術」とし

て久慈市の無形民俗文化財に指定
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２ 今後の県史に求められる視点
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ア 構成員からの御意見

◇県の公式な記録である「県史」として、東日本大震災津波に関する内容を
記述し、後世に継承することが必要

⑴ 東日本大震災津波の教訓の記述

今野 構成員
（岩手大学名誉教授）

・「東日本大震災津波と過去の災害」や「新型コロナウイルス感染症と過去の伝

染病」などにように、現行県史が対象としていない新事実を踏まえて、過去の事

実の位置付けを変える必要もあり、そのために記録に残すという視点が重要であ

る。

熊谷 構成員
（岩手日報社
経営企画室次長）

・東日本大震災津波については、震災を経験していない世代を含め、県民が今後

の新たな災害に備えるためにも、「県史」として、生かされた教訓はもちろん、

生かされなかった教訓などの記憶や体験を記録する必要がある。
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【参考】東日本大震災津波の教訓が記録された媒体（例）

35

≪岩手県：岩手県東日本大震災津波の記録≫

東日本大震災津波の概要と教訓を後世に伝えていくことを目的に、記録誌を発行

≪岩手日報社：忘れない～震災犠牲者の行動記録≫

東京大学大学院とともに、震災犠牲者の地震発生

時から津波襲来時までの避難行動をまとめたデジタ

ルアーカイブを制作



青森県

第８章 北国の暮らし

第２節 青森県を襲った大災害

１ 地震と津波

【解説】

2011（平成23）年3月11日に起きた東日本大震災（当初は東北地方太平洋沖地震）以降、大災

害に関する国民的な関心が高まった。青森県も、岩手・宮城・福島の3県ほどではないが、太平洋

沿岸地域を中心に大きな被害に遭った。

（中略）

2011年3月11日の東日本大震災については、現在も膨大な量の記録集や写真集が刊行され続け

ている。しかし近年、災害に関する資料や記録は、大量の文字や数値を並べる報告書より、鮮明な

写真を豊富に詰めた写真集に傾斜しつつある。百聞は一見にしかずだが、今後も文字や数値、証言

などを集めた報告書類の重要性と必要性は無視できないだろう。

こうした反面、書物以外にもウェブサイトに掲載された画像・動画などが充実しており、近年の

災害に関する研究は、膨大な情報をいかに処理するかが重要な鍵を握るであろう。県立図書館や市

町村の図書館で、広報・年鑑・図録・新聞切り抜きファイルなどで、概要をつかみ、その後に詳細

な報告書を検討するのが有効である。

≪青森県史デジタルアーカイブシステム掲載の資料編「近現代６」：抜粋≫

イ 他県等における対応状況
（現在編さん中及び近年編さんが終了した主な県における大規模自然災害の記述内容）
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【参考】青森県史 通史編３「近現代・民俗」（抜粋：一部加工）

第６章

第一節 継続する保守県政

第二節 首都圏とつながる青森経済

第三節 グローバル時代における産業の変化

第四節 自然の開発と災害

一 世界遺産白神山地

二 河川と港湾の整備

三 巨大災害

地震と津波

青森県における地震と津波の状況として、「チリ地震津波、十勝沖地震、日本海中部地震、

三陸はるか沖地震、東日本大震災津波」を時系列に記述
37



高知県

【南海トラフ地震に係る対応の方向性】

○ 各時代の専門部会において、南海トラフ地震など災害の歴史を取り上げる。

・（古代・中世）本編の構成案で、古代における地震など自然災害を取り上げている。

・（近世、近代）資料編の構成案で災害関係を取り上げており、資料調査を進めていく。

・（現代）令和７年度に公文書館等で南海地震等の資料調査を実施。

・（民俗）物部町の久保高井の山崩れ伝説をはじめ、災害にまつわる伝承の残る地域での聞き取り調査

を行っていく。

≪第１回高知県史編さん委員会（R4.4.8）における県史掲載内容に関する要望対応資料（抜粋）≫

38県民の「くらし」の視点から、各編で災害の歴史を重点的に記述

【参考】高知県史編さん現代部会「新たな高知県史【現代編】の編集について」：抜粋

【第２基本的な編集方針と目標】

1 新たな『高知県史』「現代編」の編集方針

⑵ 「県民のくらし」を視点においた編集

部会発足後の現地訪問によるフィ―ルドワークを行い、聞き取りと資料調査を重ねるなかで、地域

の人びとがかかわってきたくらしのさまざまな輪郭が見えてきており、市町村(地方自治体)、地域団体

など、くらしを支える多様な担い手の役割がとても重要であると部会内で協議している。

｢くらし｣は、高知県史編さん基本方針に掲げられている方針でもあり、ここでは、高知県の現代を

明らかにする総合的・包括的な視点として設定したうえで、編集を進める。

⑶ 高知の現代史の特色を提示し探求する

前段に掲げる県民の「くらし」の視点から本県の現代史を整理し、特に特徴的な主題を捉えたうえ

で、丁寧に資料調査を実施し、資料編と本編（通史編）へ重点的に記載することとしたい。

○ 現時点の議論テーマ

地域開発・過疎・移住(移民)・災害・自然環境・教育文化など



ウ 岩手県で想定される対応案
（岩手県史において東日本大震災津波の教訓を記述した場合のイメージ）

【東日本大震災津波】

・ 平成23（2011）年3月11日午後2時46分、三陸沖を震源とするマグニチュード9.0の地震が発生

（東北地方太平洋沖地震）。県内最大震度は6弱。地震発生から30～50分後には沿岸各地に観測史上最

大級の巨大津波が押し寄せた。大船渡市の綾里湾では遡上高40.1メートルを計測。

・ 県内の人的被害は、死者5,145人、行方不明者1,110人の合計6,255人。家屋被害はほぼ津波による

もので全壊・半壊を併せて26,079棟に上る。

○ 教訓１：事前の物資集積拠点の指定と支援物資の効率的な輸送体制の構築

（「東日本大震災津波からの復興 岩手からの提言」：抜粋）

・ アピオを拠点とした、県と岩手県トラック協会が連携して行った物資の受入れ・積込み・搬出な

どの一連の支援物資物流システムは、後に「岩手方式」と呼ばれるようになり、国の災害時の物流

のモデルケースとなった。

・ 発災直後、県の物資集積拠点の選定に時間を要したことから、あらかじめ、被害の状況に応じ、

支援物資の受入・分配機能を有する物資集積拠点の指定を行う必要がある。

・ 支援物資の受入れや管理・輸送などについて、県単独での対応は難しいため、関係団体の優れた

知見や技能を生かしながら、災害時における支援物資の効率的で確実な輸送体制を構築する必要が

ある。

・ 東日本大震災津波から得られた教訓を、「県史」として後世に継承可能となる

・ 防災・復興教育のほか、復興ツーリズム・震災学習などにおける教材として、

「県史」が活用可能となる
39
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⑵ 市町村史等における成果の反映

ア 構成員からの御意見
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誉田 構成員
（県立大学盛岡短期大学部
名誉教授）

・市町村史の編さんも進んでおり、県史を編さんする際には、市町村史の記

載も参考にしながら、市町村史に記載されている史料の現物を確認すること

も必要になる。

兼平 構成員
（東北学院大学教授）

・一関市博物館の史料研究の実績や花巻市、北上市、遠野市、紫波町等にお

ける県内市町村史の進展・成果を踏まえた県史とする必要がある。

・県史は作られた時代から見ればいずれ古くなっていくものであり、それは

避けられないが、大切なことはその時代において、岩手県がどのような状況

にあったのかをしっかり記録し、次の世代につなげていくことである。そこ

から、新しい歴史の見方や、地域に対する新しい理解が生まれてくる。

今野 構成員
（岩手大学名誉教授）

・現行県史が対象としていない新事実を踏まえて、過去の事実の位置付けを

変える必要が生じる事項もある。新たな出来事があったので記録するという

考え方だけでなく、現代社会が抱える課題について、以前はどう考えられ、

どう対応されてきたのかを確認するために残すという視点が重要である。

◇後世に引き継ぐという視点で、県内市町村史の内容の進展など、最新の研究
成果を取り入れ、記録した県史に再構成することが必要



【参考】県内市町村史における新しい研究成果の例

花巻市

41



遠野市

≪市史編さんの計画：抜粋≫

【市史編さんの基本方針】

・ 「遠野市史」「宮守村誌」発刊以降の昭和40年代から現代までの資料を収集、整理し、「現代編」を

発刊する。

・ 遠野南部家文書の調査や所蔵・収集した近世文書等の資料を調査解読し、「資料編」として発刊する。

・ 埋蔵文化財発掘調査や新たな歴史資料に基づく「通史編」を発刊する。

・ 「民俗編」の編さんに向け、民俗資料の調査、収集、整理を行う。

・ 広く市民に親しまれ、読みやすく活用される市史を編さんする。

・ 調査収集した資料は、適正に保存管理し、広く市民に公開して活用に努める。

・ 市民と協働し、地域の歴史を掘り起こすことに努めるとともに、関係機関団体と連携し編さん事業の

普及に努めながら人材の育成を図る。

≪遠野南部家文書に係る後発の調査・研究成果
（第１回懇話会資料：抜粋）≫

1960（S35）年
～

1968（S43）年

・遠野南部文書、盛岡南部文書、
新渡戸文書、新渡戸・岩大文書、
留守文書など、1600（慶長５
年）までの文書約1,000点を収録
した「岩手県中世文書」が刊行

「岩手県中世文書」 岩手県教育委員会

≪遠野市史編さんに係る遠野南部家文書
「御用留書」の撮影調査（H27.7.5）≫

・市史編さんを進める上で、非常に貴重な資料
となる遠野南部家文書「御用留書」の撮影調査
を実施
・今後解読を進め、幕末から明治にかけた激動
の時代の歴史を明確化する方針
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いずれも、既刊行の市町村史
が対象としていた時代以降を
続編として作成

盛岡市 （広報もりおか（R7.3.1）抜粋）

（広報やはば（2025.4月号）抜粋）

矢巾町

紫波町 （紫波町HP抜粋）
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高知県

≪高知県史編さん基本方針「第３ 方針」：抜粋≫

７ 市町村及び関係諸機関と密接な連携を保ち、多くの県民が編さんに携わる体制を構築する。

市町村史などからの取り入れの考え方・方法

イ 他県等における対応状況（現在編さん中の主な県における市町村（史）との連携例）

≪高知県の歴史調査に係る主な取組≫
（高知県HP抜粋） （県史編さんニュースレター「ときのあかし」

（R7 vol.１）抜粋）
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ウ 岩手県で想定される対応案
（新しい研究成果を取り入れるための岩手県史作成プロセス（イメージ））

新しい岩手県史の編さん基本方針に「市町村との緊密な連携」を明記

県史に記述すべき事項と市町村史に記述済み事項の突合

市町村史の記述を踏まえた資料調査の実施

市町村史編さんの過程で収集された資料や文化財の情報が重要

⇒ 市町村との緊密な連携を図りながら、編さん作業を進めることが必要

市町村との定期的な意見交換の場を設け、情報を共有



⑶ 広い時間軸と地域的視野

ア 構成員からの御意見
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熊谷 会長
（盛岡大学名誉教授）

・岩手県で近世史を調べる場合、藩政に関する基本的な史料は岩手県内にはなく、
宮城県まで行かなければ確認できないということが常識となっている。岩手県史
だからといって、岩手県のことだけを調べれば良いのではなく、県外にある史料
や旧藩領との関係、さらには東北全体の中で位置付けを考える必要がある。

誉田 構成員
（県立大学盛岡短期
大学部名誉教授）

・岩手県史にとって重要な県域の史料の検証には、関連史料の連関や伝播経路な
どの検討が必要で、史料が示す導線が山形県などの県外に及ぶこともある。県境
を越える検証を経て初めて、史料の位置付けを確定できる。

・江戸時代に作成された史料であっても、中世に連続する人の移動・定住に関わ
る事項などを含むことから、作成年代だけで区切らず、時代横断的に扱う必要が
ある。

兼平 構成員
（東北学院大学教授）

・岩手県史を考える際、盛岡藩について記述されている青森県史や岩手県南部を
含む仙台藩について記述されている仙台市史などの研究を踏まえる必要がある。

今野 構成員
（岩手大学名誉教授）

・東日本大震災津波と過去の災害や、新型コロナウイルス感染症と過去の伝染病

などのように、現行県史が対象としていない新事実を踏まえて、過去の事実の位

置付けを変える必要が生じる事項もある。新たな出来事があったので記録すると

いう考え方だけでなく、現代社会が抱える課題について、以前はどう考えられ、

どう対応されてきたのかを確認するために残すという視点が重要である。

中村 構成員
（岩手史学会会長）

・青森県史において広い範囲を対象としているように、岩手県史においても、岩
手県だけを単独で見るのではなく、東北全体の中で岩手をどう位置付けるのかと
いう視点が欠かせない。

◇時代を超えてつながる史料や県域を越えて関連する史料を踏まえて岩手県の
位置付けを明確化するため、広い時間軸と地域的視野を持つことが必要
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【参考】隣県の自治体史における岩手県の歴史の取り入れ例

青森県

【青森県史が対象としている範囲】

弘前藩 盛岡藩 八戸藩

・ 青森県域の成立・地域社会・政治秩序を説明するために必要な周辺の領域や藩関係を含めて設定

・ 特に近世では、弘前藩領・盛岡藩領・八戸藩領など複数の政治領域を含むため、藩単位の資料編を作成

盛岡藩領は現在の岩手県の大半と秋田県の一部、及び青森県の太平洋沿岸部
から下北半島に至る広範な地域に展開していた。本巻は盛岡藩政全体の流れを
踏まえた上で、県史としての性格上、この地域の持つ多様性に目を配り、人々
の生産と生活のありかたに培われた社会の諸相を新しい歴史像として彫り上げ
ることに努めた。
（略）

地域やその文化のなかに特定の要素を断片的に見出すだけでなく、総体とし
てそれらはどのように捉えられるべきか、という点の検討にも注意を払った。

【青森県史における盛岡藩の捉え方】

≪青森県史 資料編 近世４ 南部Ⅰ 盛岡藩領「はじめに」
（近世部会長 浪川健治氏著）：抜粋≫



【仙台市史における仙台藩の捉え方】

≪仙台市史（目次）：抜粋≫

・ 仙台藩領の成立・地域社会・政治秩序を説明するために必要な周辺領域として、岩手県内仙台藩領を

含む仙台藩62万石を設定

・ 通史において「仙台領の確定」などを記載しているほか、資料編において、岩手県内仙台藩領を含む仙

台藩全体を網羅する「奥州仙台領国絵図」なども付録
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仙台市

【仙台市史が対象としている範囲】



49

高知県

≪高知県史編さん基本方針「第３ 方針」：抜粋≫

１ 本県の変遷を国内外の歴史的な流れの中に位置付け、地域の特色を示す。

５ 県民の幅広い協力のもと、県内外に所在する資料を丹念に調査し、撮影した写真など資料データの収

集と保存に努める。

≪高知県史編さん古代・中世部会「新たな高知県史【古代・中世編】の編集について」：抜粋≫

【第１課題と目指す方向性（編集の前提）】

２ 新たな県史で目指す方向瀬尾

⑴ 日本史全体の流れの中に土佐を位置づける、分野の偏在の解消

・ 中央政権や他地域との関係などが分かる史料の調査（県内外）

・ 社会史、経済史、宗教史に関係する史料の調査

・ 東洋史や西洋史との接続を意識した海外関係史料の調査

イ 他県等における対応状況
（現在編さん中の主な県における時間軸と地域的視野に関する考え方・内容）

【参考】高知県県史編さん事業HP「古代・中世部会活動の様子」：抜粋

・ 中世土佐の荘園・寺院・在地領主・守護代支配の関係性を、京都側に残
る外部史料から再構成

・ 京都大学総合博物館所蔵の「西山地蔵院文書」は、土佐の荘園関係の資
料として「中核資料」と明示

・ 長宗我部元親書状と京都市歴史資料館や京都大学総合博物館が所蔵する
文書を補助的に組み合わせ、中世荘園史と戦国期対外関係史を両輪で整理



≪滋賀県史編さん大綱：抜粋≫

【第２目的】

１ 交通の要衝として今も多くの人の往来がある本県は、外部から新しい風を取り入れることにより、

滋賀の文化を守りつつも、時代に応じて変化し続けることによって発展してきた。本県の歩みや先人

の努力と知恵を振り返り、県民がその歴史を学ぶことに寄与する。

【第３方針】

１ 滋賀県の歴史的な変遷を世界および日本の歴史的な流れの中に位置づける。

４ 県内外に所在する資料を丹念に調査し、撮影した写真など資料データの収集と保存に努める。

≪第１回 滋賀県史編さん会議（R5.11.14）における「滋賀県史編さんの経過および編集の
進捗状況」：抜粋≫

【２ 県史編さんの取組状況】

(2) 事務局における資料調査、および情報発信の実施

〈資料調査〉

・ 適宜、編集委員長の指導や助言をいただきながら、京都新聞記事の悉皆調査のほか、県立図書

館、滋賀大図書館など県内施設、国会図書館、国立公文書館など県外施設が所蔵する資料の調

査・収集を自主的に実施
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滋賀県



【参考】滋賀県立公文書館ＨＰ
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【滋賀県立公文書館令和６年度事業年報：抜粋】【滋賀のアーカイブス（2025.9）：抜粋】
（4）滋賀県史の編さん事業

令和 4 年 9 月に滋賀県が誕生して 150 周年を迎えたことから、令
和 5 年度から新たな滋賀県史の編さんを始めました。
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【平泉の記述を検討する際】広い時間軸①

ウ 岩手県で想定される対応案
（岩手県史に広い時間軸と地域的視野を取り入れるために必要な視点（イメージ））

≪視点≫

・ 平泉研究の出発点・基本文献と評価される地誌群（「平泉雑記」「平泉実記」「平泉旧蹟志」（著相

原友直氏））が近世に刊行

・ 「平泉旧跡志」には今熊野堂跡の礎石が近世まで残っていた旨の記録があり、現代の発掘では捉えに

くい「近世段階で見えていた遺構の残り方」を示唆

⇒ 現代の発掘調査により判明した12世紀の都市・寺院・居館の実態と、それが近世段階でどのように認

        識され、何が失われ、何が書き留められたかという視点など、広い時間軸で見ることが必要

≪具体的な調査方法≫

・ 相原友直氏による地誌群から、寺院跡・堂跡・屋敷跡・橋・沢・山・道に関する記述を全文抽出し、

地名表・遺構表・距離表を作成

・ 近世の「東奥平泉変遷地図」などの地図資料も加え、近世末から近代初頭にかけての調査変遷を整理

・ これらの近世段階の情報に対し、現代における柳之御所・志羅山・伽羅之御所・無量光院・金鶏山周

辺の発掘報告と保存管理計画を突合し、「近世記述に現れる地点」と「現代に遺構が確認された地点」

を地理情報システムで対応づけ

【東日本大震災津波等の記述を検討する際】広い時間軸②

≪視点≫

・ 2011（平成23年）に東日本大震災津波が発生し、沿岸部を中心に甚大な被害

・ 三陸沿岸地域は、これまでも、1896（明治29）年の明治三陸津波、1933（昭和８）年の三陸大津波、

        1960（昭和35）年のチリ地震津波、1968（昭和43）年の十勝沖地震津波などを経験

⇒ 各災害を津波被害に関する一連の歴史と捉えた上で、それぞれの復興の取組を比較する視点など、

広い時間軸で見ることが必要
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【国見峠をめぐる藩境界争いの記述を検討する際】

広い地域的視野

≪視点≫

・ 雫石町 指定文化財 旧秋田街道国見峠の盛岡領境の石標（抜粋）

元和元（1615）年から南部（盛岡）藩と秋田（久保田）藩の境界争いが18年間続き、寛永10

（1633）年に幕府巡見使の裁定で国見峠・的方に境塚が築かれ、国見峠から的方までの峰切（嶺

点）が境界と確定

・ 日本山岳会 秋田街道 国見峠（抜粋）

江戸藩政時代に盛岡藩橋場と秋田久保田藩生保内に関所が置かれ、両藩の最短路として往来され

たが、領界争いがあり寛永10年に幕府裁定で境塚が設定

⇒ 雫石側だけの文化財や石標ではなく、盛岡藩橋場と秋田（久保田）藩生保内を結ぶ秋田街道上の

境界管理、幕府巡見使による裁定、境塚・境柱の可視化、峠越え交通の統制が一体となった政治・

行政事例であり、広い地域的視野で見ることが必要

≪具体的な調査方法≫

・ 岩手側の雫石町の石標・橋場番所跡・盛岡藩領図、秋田側の仙北市生保内の的方（仙岩峠）等の

絵図・古文書を突合し、国見峠、的方、橋場、生保内の位置関係を地理情報システムに整理

・ 上記岩手側・秋田県側の史料を、国立公文書館所蔵の寛永10年の幕府巡見使裁定に関わる幕府側

史料と照合し、一方の藩の主張に偏らず、幕府裁定、藩側主張などを検証



⑷ 自然史・環境史の視点

ア 構成員からの御意見

54

熊谷 会長
（盛岡大学名誉教授）

・ここ10年程の間で重視されるようになった視点として、人間社会と自然環境と
の関係があり、地球の環境と人間の社会がどのように関わってきたのかを考える
視点が非常に重要になっている。

・岩手県の歴史をまとめるに当たっては、考古史料の蓄積を十分に生かすととも
に、自然史的な発想や環境史的な理解を踏まえた叙述が必要である。

◇自然史・環境史の視点を取り入れ、地球環境と人間社会の関係性を踏まえる
ことが必要



【自然史の意義】

地質・地形・気候・動植物相などの長期的変化を、標本・化石・地層・生物資料などに

基づいて実証的に明確化する

⇒ 過去の自然環境を復元し、人間の生活・移動・生業・資源利用がどのような自然条

件のもとで成立したのかを具体的に説明可能にする

【環境史の意義】

自然環境を人類史の外の条件として扱うのではなく、相互に影響し合うものとして、

総合的な歴史として捉え直す

⇒ 災害、土地利用、資源開発などの事象について、人間社会と自然環境の相互作用の

観点からの検討を可能にする

55

【参考】自然史・環境史の学術上の意義



【Ⅴ章 青い森と海に支えられた三内丸山遺跡】

１節 人と自然の環境史

１ 生態系史の解読

56

青森県

≪青森県史デジタルアーカイブシステム「別編三内丸山」：抜粋≫

人が居住し、日々の生活を営んでいくということは、人を取り巻いている環境にはたらきかけ、環

境の変化をもたらすと同時に、変化した環境の影響下にさらされながら人自身も変化するということ

である。このような変化は、人の一生のうちに、一度あるいは何度も意識できるような即時的あるい

は短期的なものもあれば、何世代を通しても意識できないような長期的で緩慢なものもある。それを

認知し、具体像として描き出すにはどうすればよいのだろうか。

（略）

一見つかみどころのない生態系も、人の活動や環境とのかかわりを理解しようとするときには、人

を主体に据えることによって、その中身を具体的にわかりやすくすることができる。すなわち、人主

体－環境系というとらえ方である。そこでの生態系の解読は、環境への人の作用と、環境からの応答

としての作用（反作用）の実態を解読することである。人主体－環境系の歴史的な移り変わりを描き

出すことは、生態系史を解読すると考えてよいであろう。

三内丸山ムラに居住した人々の生活と環境とのかかわり方の歴史を描き出すこと、すなわち三内丸

山ムラの生態系史を解読することが、この節の課題である。一つの遺跡について、生態系史の解読を

試みた事例はほとんどないといってよい。それは、これまでの遺跡の発掘調査では、遺物や遺構の調

査に加えて、遺物・遺構そのもの、あるいは付随する遺体群の自然科学的な調査が行われることは

あっても、ある長さの時間を通して、ある広さの空間の中で展開する生態系を標的にした意識的な調

査がなかったからである。三内丸山遺跡で、そのような解読を試みることができるのは、時間的に長

く存続したムラ（集落）の遺跡であり、さまざまな生活の装置・設備を広大な面積に展開していると

いう遺跡の性格に加えて、環境を解読するための試料がおびただしく豊富であることと、これらを長

い年月をかけて調査・研究できる時間が準備されていたためである。

イ 他県等における対応状況（現在編さん中及び近年編さんが完了した主な県・市における自
然史・環境史の視点を踏まえた考え方・内容）



【Ⅴ章 青い森と海に支えられた三内丸山遺跡】

１節 人と自然の環境史

2 過去の生態系の復元

⑴ 地層の解読

5 見えてきた縄文時代の環境史

⑴ 三内丸山ムラの環境史

これまで述べてきた青森平野から三内丸山ムラの当時の生態系史と、動物遺体などでわかって

きたことをまとめると、次のような世界が描き出される。

三内丸山ムラは陸奥湾が眺望でき、沖館川によって海と連絡ができる台地を開発してつくられ

た集落である。ムラにはさまざまな施設がつくり出され、クリ林やそのほかに果実をつける植物

を集中的に育成・維持する生産施設をももっていた。少なくとも、そこからは恒常的な資源の提

供が維持されるような管理が行き届いていた。動物性の資源ももっており、縄文里山と呼ぶにふ

さわしい人為的な生態系がつくられていた。海洋資源は内湾・外洋性資源、岩礁性であり、それ

らは沖館川を通じて搬入された。沖館川水系からもカワシンジュガイなどの淡水資源が搬入され

た。居住の開始から終焉まで、暦年代にして少なくとも1700年間、このような生態系は維持され

た。

57

三内丸山遺跡では、発掘調査のときにみられるトレンチの壁が堆積物の性質や地層の重なり方を

観察するのに最も有効であった。「地層の壁ウォッチング」とでもいっておこう。ここでは、人の

生活や生態系の解読に数多くの情報をもたらしてくれた観察事例をみておこう。

１つは、沖館川に面した北側の台地斜面に位置する第6鉄塔地区でみられたトレンチの壁で、動

物遺体や植物遺体、それに人が残した道具などの遺物がおびただしく検出されたところである。

人間が環境に与える影響と環境が人間に返す影響の関係を明確化し、その変化の歴史をたどること
により生態系を理解
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遠野市

≪福井県年縞博物館HP：抜粋≫

遠野盆地の湖沼・湿地環境が晩氷期にどのように変化したかを検証するため、遠野盆地

の1万4,000年前から1万2,000年前の試料を、水月湖（福井県）の年縞（湖底堆積物）に基

づく国際標準年代尺と突合

・ 名勝「三方五湖」のひとつ「水月湖」は、湖底がか

   き乱されることがなく、美しい縞模様である年縞が形

成される環境として「奇跡」と言われるほど理想的な

湖

・ 水月湖では７万年もの間年縞を形成し続けており、

これほど連続している年縞は、世界でも他に例がない

・ 年縞は１年に１層形成されるため、いつの年代のも

のなのか正確に判別可能

・ 年縞に含まれる葉の放射性炭素の量を測定すること

で、正確な年代と放射性炭素の割合の関係が明確化

・ 水月湖の年縞は、考古学や地質学における「世界

標準のものさし」として、年代測定の精度を従来より

飛躍的に向上

【水月湖】

【水月湖の年縞】

１年に１層が形成
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ウ 岩手県で想定される対応案
（岩手県史に自然史・環境史の要素を取り入れるために必要な視点（イメージ））

【御所野遺跡の記述を検討する際】

≪具体的な調査方法≫

・ 土屋根竪穴建物について、炭化材、焼土、屋根土、炉火、雪雨への維持管理を一体として検

証し、建築技術と環境適応を叙述

・ 出土した炭化材、土器付着炭化物、焼土関連資料等の放射性炭素年代を、水月湖の年縞に

基づく国際標準年代尺と突合

・ 焼けたシカ・イノシシ等の骨を、食料残滓か祭祀行為かという観点で、盛土・住居・屋外炉

の文脈ごとに検討

≪視点≫

・ 土屋根竪穴建物の発見により、森林から得た木材、台地土の活用、雪や雨に耐える住居の維

持管理が一体であったことの示唆

・ 水月湖の年縞などの自然科学の進展により、年代測定の精度が向上

⇒ 新たな住居址の発見や自然科学の進展などを踏まえつつ、地球環境と人間社会の関係性など

の視点で見ることが必要



３ 今後の県史に求められる役割
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⑴ 地域定着につながるきっかけ

ア 構成員からの御意見
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熊谷 構成員
（岩手日報社
経営企画室次長）

・若者が地域に定着するためには、若者自身が自分の暮らす地域に関心を持ち、
「この地域に惹かれる」「この地域が好きだ」と感じられることが大切である。そ
うした思いを育てるためには、地域の歴史や文化、そこで暮らしてきた人々の記憶
をしっかりと伝えていくことが必要であり、地域の記憶を確かな形で残すという意
味で県史の編さんは重要である。

・県史の編さんは、過去を保存するためだけの取組ではなく、未来の岩手を支える
ためにも重要な取組である。

◇若者の地域定着には地域への関心や愛着を育むことが重要であり、そのため
には、地域の歴史や文化、人々の記憶を確かな形で伝えることが必要
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高知県

≪高知県史編さん基本方針：抜粋≫

【第２目的】 ２ 県民の歩んできた歴史への理解を深め、郷土への愛着を育む。

≪「高校生による歴史資料調査見学」実施状況：抜粋≫

イ 他県等における対応状況（現在編さん中及び近年編さんが終了した主な県における地域への
関心・愛着の育みに資する考え方・取組）
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青森県

≪青森県史デジタルアーカイブシステム掲載「青森県史の概要」県史編さんの方針：抜粋≫

○ できるだけ平易な文章で記述するとともに、写真・図版・統計資料なども多く収録して県民に親しま

れるものとすること

≪青森県史の特集ページ・青森県史の窓 ：抜粋≫
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ウ 岩手県で想定される対応案
（地域への関心・愛着の育みに資するための岩手県史作成プロセス（イメージ））

新しい岩手県史の編さん基本方針に「岩手県に対する愛着と誇りの深化」を明記

資料調査過程において若者の関心が高い事項を抽出

抽出した事項に関連した調査見学、広報、企画展などの事業を実施

事業の実施結果を県史編さん作業に反映



⑵ 県民全体での作り上げ

ア 構成員からの御意見
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誉田 構成員
（県立大学盛岡短期大学部
名誉教授）

・県史編さんに当たっては、様々な専門分野の方々が集まり、組織として数
年間に渡って取り組むことになるが、その成果は、専門家だけでなく、関心
を持つ人たちにも分かるように伝えていくことが重要である。その意味で、
県史は、県民全体で共有し、県民全体で作っていくものとして位置付ける必
要がある。

熊谷 構成員
（岩手日報社
経営企画室次長）

・岩手県では人口減少が大きく進んでいる。人口が多かった世代には、県内
の各地で暮らし、様々な体験をしてきた人たちが多くいるが、二世代、三世
代と下がると、そうした記憶を持つ人たちは少なくなっていく。だからこそ、
人口の多かった世代の方々が元気なうちに、経験や地域の記憶を丁寧に記録
していくことが重要である。

◇専門家だけでなく、県民一人ひとりが県史を理解し、共有できることが重要
であり、そのためには、編さん過程において、県民全体で岩手の歴史を作り
上げていく意識を育むことが必要



イ 他県等における対応状況（現在編さん中及び近年編さんが終了した主な道県における道県民
全体で作り上げるための考え方・取組）
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北海道

≪ 道史編さん大綱：抜粋≫

【第７道民への情報提供等】

道史の編さんに当たっては、道民の理解と協力を得るため、編さんの進捗状況や調査研究の成果に

関する情報を道民に提供するとともに、講演会の開催などの普及活動を行うものとする。

≪北海道HP：抜粋≫

【記念講演会の実施（アーカイブ配信）】【刊行物の発行】
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滋賀県

≪滋賀県史編さん大綱：抜粋≫

【第７県民への情報提供等】

県史の編さんへの県民の理解と協力を得るため、編さんの進捗状況や新たな史実の発見といった調査

研究の成果、県民から寄せられた情報などを、例えばホームページでの公開や逐次刊行物の発行、講演

会の開催を通じて広く県民に提供する。

≪滋賀県立公文書館HP：抜粋≫

【刊行物の発行】 【記念講演会の実施】



68

高知県

≪高知県史編さん基本方針：抜粋≫

【第３方針】

７ 市町村及び関係諸機関と密接な連携を保ち、多くの県民が編さんに携わる体制を構築する。

【第９普及】

県史の編さんに対する県民の理解と協力を得るため、編さん期間を通して普及・広報活動に取り組む。

１ ホームページの公開やニュースレターの発行などにより、事業の成果や進捗状況を広く県民に周知

する。

２ 講演会やワークショップの実施など、関係諸機関と連携しながら、県民の歴史への関心を深める機

会の創出に努める。

≪高知県HP：抜粋≫

【刊行物の発行】 【歴史資料調査隊養成講座の実施】
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青森県

≪青森県HP：抜粋≫
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ウ 岩手県で想定される対応案
（県民全体で作り上げるための岩手県史作成プロセス（イメージ））

新しい岩手県史の編さん基本方針に「県民の理解と協力を得る重要性」を明記

進捗状況はホームページ上での公開や刊行物の発行などにより広く県民に周知

講演会やワークショップの実施などにより、県民の関心を深める機会を創出

事業の実施結果を県史編さん作業に反映



⑶ 教育現場等での活用

ア 構成員からの御意見
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誉田 構成員
（県立大学盛岡短期大学部
名誉教授）

・県史を県民全体で共有し、県民全体で作っていくものとして位置付けること
は、子どもたちが小学校段階から、自分たちの村や地域の歴史、文化を尊重す
ることにもつながる。山形県では、県史に関わる知識を共有する会が作られ、
毎年一度、教育に携わる方々が集まり、実際の調査や情報を共有していた。

兼平 構成員
（東北学院大学教授）

・県史の在り方を考える上で、若い人たちがどのように歴史に触れるのかとい
う視点も欠かせない。本だけでなく、インターネットや映像など、歴史に接す
る媒体が多様化している状況を踏まえると、紙の本として刊行するだけでなく、
電子的な形での公開や活用についても、検討する必要がある。

今野 構成員
（岩手大学名誉教授）

・県史は、単なる記録としてではなく、実際に活用される知として作成する必
要がある。子どもの頃から県史とどのように関わるのか、歴史の授業でどう使
うのか、史料をどのように活用するのかなどを考えていく必要がある。

熊谷 構成員
（岩手日報社
経営企画室次長）

・当社で現在、生成ＡＩの活用を進めているが、デジタル化された原資料や検
索の仕組みが整えば、県史は教育の場でも活用しやすくなる。
・これまでの紙を中心とした県史とは異なり、デジタルコンテンツとしての県
史には大きな活用の可能性があるので、学習や教育の場にもつながるものを
作っていくことが重要である。

◇県史が、子どもたちが地域の歴史・文化を尊重し、現在の課題を考えるための手掛かりと
なるよう、デジタル化などにより多様な媒体を整え、学習や教育の場で使いやすい形にす
ることが必要



【参考】山形県における教育現場等での山形県史の活用内容
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【山形県地域史研究協議会】

設立日 1975（昭和50）年7月19日

設立経緯
山形県史編さん事業の過程で、県史・市町村史・歴史研究団体・研究愛好者が交流し、研究

を深める目的で設立

組織の性格 県史・市町村史・地域史研究・歴史編さんの関係者等を横断する研究・交流組織

主な活動
総会・研究大会、講演、分科会、史跡めぐり、会誌『山形県地域史研究』発行、山形県『県

史だより』への協力

【学習の機会の提供例】（HP：抜粋）【教育委員会と連携した総会・研究大会の開催】(HP：抜粋)



イ 他県等における対応状況（現在編さん中及び近年編さんが終了した主な県における教育現
場等での活用に向けた考え方・取組）
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滋賀県

≪滋賀県史編さん大綱：抜粋≫

≪滋賀県立公文書館だより（2022.03.№12）：抜粋≫

【第３ 方針】

３ できる限り平易な表現で分かりやすく記述するとともに、多くの写真や図版を収録することにより、

広く県民に親しまれるものとする。また、県史へのアクセス性について、インターネットやスマート

フォンといった情報通信技術（ＩＣＴ）を活用するなど配慮する。

・ 学校と連携し、「歴史公文書が語る湖国～明治・大正・昭和の滋賀県」を用いた授業指導案集を公開

・ 記載内容は、生徒たちが滋賀県に愛着と誇りを持てるようなテーマを選定

単に資料を掲載するのでなく、

生徒が資料を読み取り、問いを立

てることにより、地域の歴史を自

分の理解として組み立てることが

できる構成



≪青森県史デジタルアーカイブシステム掲載「青森県史の概要」：抜粋≫
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青森県

県史編さんが始まった当時は「マルチメディアの活用」としていましたが、20年あまりを経て、資料

のデジタル化をはじめＩＴ技術の進歩には著しいものがあります。

そこで、本県では「青森県史デジタルアーカイブス」を構築し、県民をはじめ皆様が気軽に県史の文章

や資料の検索、資料画像の閲覧ができるように取り組むこととしました。
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ウ 岩手県で想定される対応案
（教育現場等で活用されるための岩手県史作成プロセス（イメージ））

新しい岩手県史の編さん基本方針に「教育への積極的な活用」を明記

県史編さんに係る成果物を教育現場で活用できるよう、

多様な媒体を活用した原資料のデジタル化、検索しやすい仕組みの整備


	スライド 1: 第１回岩手県史の在り方検討懇話会(5/26開催)時に出された主な御意見に対する 「他県等における対応状況」及び 「岩手県で想定される対応案」
	スライド 2: 第１回岩手県史の在り方検討懇話会（5/26開催）時に出された主な御意見（区分整理）
	スライド 3
	スライド 4
	スライド 5
	スライド 6
	スライド 7
	スライド 8
	スライド 9
	スライド 10
	スライド 11
	スライド 12
	スライド 13
	スライド 14
	スライド 15
	スライド 16
	スライド 17
	スライド 18
	スライド 19
	スライド 20
	スライド 21
	スライド 22
	スライド 23
	スライド 24
	スライド 25
	スライド 26
	スライド 27
	スライド 28
	スライド 29
	スライド 30
	スライド 31
	スライド 32
	スライド 33
	スライド 34
	スライド 35
	スライド 36
	スライド 37
	スライド 38
	スライド 39
	スライド 40
	スライド 41
	スライド 42
	スライド 43
	スライド 44
	スライド 45
	スライド 46
	スライド 47
	スライド 48
	スライド 49
	スライド 50
	スライド 51
	スライド 52
	スライド 53
	スライド 54
	スライド 55
	スライド 56
	スライド 57
	スライド 58
	スライド 59
	スライド 60
	スライド 61
	スライド 62
	スライド 63
	スライド 64
	スライド 65
	スライド 66
	スライド 67
	スライド 68
	スライド 69
	スライド 70
	スライド 71
	スライド 72
	スライド 73
	スライド 74
	スライド 75

